
平成23年度当初予算予算の概要

災害復興対策重点予算
災害復旧や雇用対策などに約12億円を計上

平成23年度の本市の予算が成立しました。
昨年の口蹄疫から始まり、7月の集中豪雨による被害、そして今年になって
霧島山新燃岳の噴火に伴う降灰など、災害が立て続けに発生しています。
今年度は、このような被災した状況からの一刻も早い復興と、
輝く未来を創造するための予算を盛り込みました。

◎問い合わせ　財政課　☎23-2113

予
算
編
成
の
基
本
的
な
考
え
方

政
府
は
、
平
成
23
年
度
を
新
成
長
戦

略
の
本
格
実
施
元
年
と
定
め
「
成
長
と

雇
用
」
に
重
点
を
置
い
た
政
策
を
進
め

て
い
く
と
し
て
い
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
は
市
民
生
活
に
重
大

な
影
響
を
及
ぼ
す
災
害
な
ど
が
立
て
続

け
に
発
生
し
た
た
め
、
平
成
23
年
度
予

算
は
、
災
害
復
旧
対
策
に
重
点
を
置
い

た
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

特
に
、
新
燃
岳
噴
火
に
よ
る
降
灰
対

策
に
５
億
円
、
口
蹄
疫
復
興
支
援
の
た

め
に
８
千
３
８
０
万
円
、
昨
年
の
集
中

豪
雨
に
よ
る
災
害
復
旧
に
２
億
８
千
万

円
、
さ
ら
に
は
雇
用
対
策
に
３
億
２
千

８
０
０
万
円
の
総
額
約
12
億
円
を
計
上

し
、「
災
害
復
興
対
策
重
点
予
算
」
を

編
成
し
ま
し
た
。

平
成
23
年
度
の
予
算
の
姿

一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
、
７
０
２

億
４
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
面
で
は
、
子
ど
も
手
当
の
一
部

増
額
、
法
人
立
保
育
所
入
所
負
担
金
の

増
額
な
ど
に
よ
り
、
扶
助
費
が
11
億
６

千
万
円
増
加
の
１
６
３
億
７
千
万
円
、

投
資
的
経
費
は
、
国
営
か
ん
が
い
排
水

事
業
の
完
了
に
伴
う
都
城
地
区
負
担
金

を
新
た
に
計
上
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

23
億
２
千
万
円
増
加
の
99
億
８
千
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、公
債
費
は
、

４
億
１
千
万
円
減
少
の
94
億
３
千
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
面
で
は
、
市
税
が
前
年
度
当
初

予
算
と
比
べ
２
億
２
千
万
円
増
加
の
１

７
３
億
６
千
万
円
、
地
方
交
付
税
は
６

億
円
増
加
の
１
９
５
億
２
千
万
円
、国
・

県
支
出
金
は
、
２
億
４
千
万
円
増
加
の

１
３
８
億
７
千
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。ま

た
、
新
規
市
債
発
行
額
は
、
義
務

教
育
施
設
整
備
事
業
の
前
倒
し
に
よ
る

減
少
は
あ
る
も
の
の
、
臨
時
財
政
対
策

債
な
ど
が
増
加
し
た
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
８
億
２
千
万
円
の
増
加
と
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
市
債
残
高
は
、
着
実

に
減
少
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
、
行

財
政
改
革
を
進
め
つ
つ
、
必
要
な
施
策

に
は
積
極
的
に
投
資
し
て
い
く
姿
を
現

し
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◎ 

災
害
復
興
対
策
重
点
予
算
と
し

て
12
億
円
を
計
上
↓
一
刻
も
早

い
復
興
と
輝
く
未
来
の
創
造

◎ 

一
般
会
計
予
算
総
額

7
0
2
億
4
千
万
円

◎
財
政
健
全
化
は
引
き
続
き
維
持

市
債
残
高
は
、
平
成
17
年
度
以

降
減
少
傾
向

全
会
計
1
、1
9
4
億
円

（
前
年
度
比
20
億
円
減
）

平成23年度予算の姿
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市債残高は、平成17年度以降減少傾向
※数字は各年度末の残高

【用語解説】
合併特例債
合併後10カ年に限り、発行できる地方債。返済に要する
費用の70％を後年度の地方交付税で国が負担
臨時財政対策債
地方交付税の代わりとして市が発行する地方債。返済に
要する費用の100％を後年度の地方交付税で国が負担

市民の皆さんのご理解とご協力のもと、市民と行政が一丸となって、災害を克服し、
この地に住んで良かったと思えるような活気あふれる都城市へと復興していきましょう。

口蹄疫からの復興支援
〈事業費8,380万円〉

昨年の口蹄疫の発生を受け、
家畜防疫対策を強化していきま
す。
畜産農家が実施する防疫施設

整備への助成や厳しい経営が続
く養豚農家へ種豚を更新する場
合の助成を行います。

●家畜防疫日本一の
まちづくり推進事業
畜産農家が家畜防疫のために

消毒施設などを整備する場合に
２分の１以内を補助。農家向け
消毒マニュアル看板や啓発用の
ぼり旗、車両用マグネットの作
成なども行います。

●種豚更新
支援緊急対策事業
畜産農家が種豚を導入した場

合、導入金額の２分の１以内（１
頭当たり２万円以内）を助成し
ます。

雇用対策
〈事業費3億2,800万円〉
市が継続的な雇用、または一
時的な雇用が創出できる事業を
行います。平成23年度は延べ
219人を新規雇用する計画です。

●ふるさと雇用再生
市が新たに企画し、地域内に

ニーズがあり継続的な雇用が見
込まれる事業で、雇用を生む効
果の高い事業を進めていきま
す。

●緊急雇用創出事業
離職した非正規労働者や中高

年齢者などの失業者の次の雇用
機会までの期間に、一時的な雇
用を生む事業を行います。

22年度集中豪雨
からの災害復旧
〈事業費2億8,000万円〉
昨年の集中豪雨で甚大な被害

を受けた山田地区、西岳地区の
道路や農地などの災害復旧工事
を進めていきます。

災害復興対策
重点予算

「オール都城」で復興への確かな道を開く

新燃岳噴火による
降灰対策
〈事業費5億円〉

今後の噴火も予想されること
から、降灰後にすぐに市内の環
境改善を図るための予算です。
家庭内から出された灰や道路に
降り積もった灰の除去などを行
います。

市債残高の推移 ■合併特例債・臨時財政対策債を除いた市債残高
■臨時財政対策債　■合併特例債

126億円削減

※H22、23は見込み。端数処理で数字が一致しない場合があります
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平成23年度当初予算予算の内訳

一般会計歳入歳出総額
702億4,000万円（対前年度比6％増）

収　入
項　　　目 金額 割合

給料（地方税など） 87,705円 29.2%
子どもからの仕送り（地方交付税） 83,387円 27.8%
親戚などからの援助（国・県補助金） 59,246円 19.7%
その他の収入（使用料・手数料など） 21,202円 7.1%
新たな借金（市債） 29,352円 9.8%
預貯金の取り崩し（繰入金） 19,108円 6.4%

支　出
項　　　目 金額 割合

食費（人件費） 51,775円 17.3%
保険料や医療費（扶助費） 69,934円 23.3%
家屋の増改築（投資的経費） 42,631円 14.2%
ローン返済（公債費） 40,267円 13.4%
預貯金（積立金） 1,864円 0.6%
その他の生活費（物件費・維持補修費など） 93,529円 31.2%

都城市の

款　名 平成22年度
当初予算額

平成23年度
当初予算額 増減額 増減の主な要因

議 会 費 356,637 473,750 117,113 議員年金制度の廃止による議員共済負担金の増額

総 務 費 7,120,557 7,410,298 289,741 新防災行政無線整備事業（同報系無線）や特殊地下壕対策事業、スマートIC設置推進事業などによる増額
民 生 費 24,052,977 25,149,947 1,096,970 病児・病後児保育事業やファミリーサポートセンター事業などによる増額
衛 生 費 4,663,177 5,093,751 430,574 ワクチン接種緊急促進事業や健康医療ゾーン整備事業などによる増額
農 林
水 産 業 費 3,698,649 6,251,789 2,553,140 国営かんがい排水事業の完了に伴う負担金や家畜防疫日本一のまちづくりの推進事業などによる増額
商 工 費 2,332,591 2,363,235 30,644 口蹄疫などに伴う中小企業への利子補給金および保証料補助金などの増額
土 木 費 5,553,393 6,267,887 714,494 道路補修費や鷹尾上長飯通線、一堂ヶ丘四方面線の道路整備事業による増額
消 防 費 1,954,071 2,016,831 62,760 消防団車両整備事業による増額
教 育 費 5,490,434 4,695,402 △795,032 平成23年度に予定していた校舎建設事業などを前年度に前倒ししたことによる減額
災害復旧費 189,007 977,092 788,085 昨年の豪雨災害復旧事業、降灰除去事業による増額
公 債 費 9,839,484 9,427,918 △411,566 地方債残高の減少
そ の 他 999,023 112,100 △886,923
合 計 66,250,000 70,240,000 3,990,000

平成23年度の一般会計予算は、702億4,000万円を計上。
ここでは、予算の内訳について、費目ごとに増減の主な要因を紹介するとともに、
一般会計を家計簿に例え、分かりやすく解説します。

一般会計歳出予算費目別一覧

一般会計予算

単位：千円

【用語解説】
市　債　 建設事業や災害復旧事業などの

財源となる借入金
扶助費　 生活保護や児童・老人福祉事業な

どに要する経費
公債費　 市が発行した市債（借金）返済の

ための経費
総務費　 課税、戸籍、選挙などのための経費
民生費　 高齢者や児童、障がい者などの福

祉のための経費
衛生費　 保健衛生や清掃などの経費
教育費　 教育や文化財保護、スポーツ振興

などのための経費

（月額30万円の家計とすると…）

歳出
702億4，000万円

市税
173億6,000万円
24.7％

扶助費
163億7,000万円
23.3％

人件費
121億2,000万円
17.3％

公債費
94億3,000万円
13.4％

普通建設事業費
90億円
12.8％

市債
68億7,000万円
9.8％

地方交付税
195億2,000万円
27.8％

国・県支出金
138億7,000万円
19.7％

その他
126億2,000万円
18％その他

233億2,000万円
33.2％ 歳入

702億4，000万円
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平成23年度当初予算特色ある事業

ここでは「都城市総合計画」の4つの基本理念に沿
ってつくられた、平成23年度当初予算の特色ある事
業について紹介します。

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
設
置
推
進
事
業

2
、4
7
8
万
円

健
康
医
療
ゾ
ー
ン
整
備
事
業

１
億
8
、3
7
2
万
円

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業１

億
5
万
円

地
域
公
共
交
通
対
策
事
業 

77
万
円

中
学
校
区
を
基
本
単
位
と
し
て
設
立

す
る
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
つ
い
て
協

議
を
行
う
住
民
自
治
検
討
会
議
に
補
助

金
を
交
付
し
、
地
域
を
支
援
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
平
成
22
年
度
に
設
立
さ

れ
た
６
地
区
お
よ
び
平
成
23
年
度
か
ら

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
設
立
さ
れ
る
予

定
の
２
地
区
に
は「
我
が
ま
ち
交
付
金
」

を
交
付
し
て
組
織
の
確
立
や
事
業
推
進

に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

総合計画に沿った
事業紹介

健
康
医
療
ゾ
ー
ン
整
備
（
都
城
市
郡

医
師
会
病
院
な
ど
の
移
転
）
に
伴
う
土

地
造
成
お
よ
び
道
路
整
備
に
つ
い
て
の

各
種
測
量
設
計
を
進
め
、
平
成
23
〜
24

年
度
で
土
地
造
成
工
事
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
医
師
会
お
よ
び
三
股
町
と
共
同

で
建
築
設
計
監
理
業
務
に
着
手
し
、
新

医
療
施
設
の
建
築
設
計
を
進
め
ま
す
。

西
岳
小
中
学
校
屋
内
運
動
場
新
増
改
築

事
業
お
よ
び
西
岳
地
区
公
民
館
建
設
事

業 

4
、5
0
9
万
円

西
岳
小
学
校
と
西
岳
中
学
校
の
合
同

の
体
育
館
を
小
学
校
の
現
在
地
に
建
設

し
、
隣
接
し
て
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
、
地
区

公
民
館
、
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
を
複
合

施
設
と
し
て
一
体
的
に
整
備
す
る
と
と

も
に
、避
難
所
と
し
て
も
整
備
し
ま
す
。

25
年
度
供
用
開
始
の
予
定
で
す
。

清
掃
工
場
の
老
朽
化
に
伴
い
、
新
た

な
ご
み
焼
却
施
設
と
な
る
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
を
建
設
し
ま
す
。
平
成
23
年
度

は
、
建
設
の
た
め
の
敷
地
の
造
成
工
事

や
用
水
電
気
設
備
工
事
の
ほ
か
、
本
体

工
事
の
設
計
、
施
工
お
よ
び
維
持
管
理

業
務
を
包
括
的
に
進
め
ま
す
。

高
齢
化
が
進
む
中
で
、
市
民
の
交
通

手
段
を
確
保
す
る
た
め
に
公
共
交
通
空

白
地
域
の
解
消
に
向
け
た
交
通
手
段
構

築
を
計
画
し
ま
す
。
山
之
口
地
区
全
域

で
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
調
査

結
果
に
基
づ
き
、
交
通
手
段
と
し
て
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
な
ど
の
運
行

が
必
要
で
あ
る

と
判
断
し
た
場

合
、運
行
回
数
、

運
行
形
態
、
運

行
経
費
な
ど
の

検
討
を
行
い
ま

す
。

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ（
IC
）

設
置
推
進
事
業 

1
、1
3
1
万
円

高
速
道
路
の
利
活
用
や
地
域
の
活
性

化
、
物
流
の
効
率
化
な
ど
を
図
る
た
め

の
山
之
口
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
を
活
用
し

た
ス
マ
ー
ト
IC
の
設
置
に
向
け
、
設
置

の
可
否
を
判
断
す
る
た
め
に
関
係
機
関

で
検
討
や
調
整
を
行
い
、
実
施
計
画
書

を
作
成
し
ま
す
。

■
ス
マ
ー
ト
IC
と
は
…

高
速
道
路
の
本
線
や
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
な
ど
か
ら
乗
り
降
り
が
で
き
る
よ
う

に
設
置
さ
れ
、
E
T
C
を
搭
載
し
た
車

両
に
限
定
さ
れ
た
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

で
す
。

新
防
災
行
政
無
線
整
備
事
業

（
同
報
系
無
線
） 

1
億
4
、2
2
2
万
円

土
砂
災
害
警
戒
区
域
お
よ
び
土
砂
災

害
特
別
警
戒
区
域
に
居
住
す
る
世
帯
に

戸
別
受
信
機
を
設
置
し
、
土
砂
災
害
警

戒
情
報
が
出
さ
れ
た
と
き
に
避
難
情
報

や
避
難
勧
告
を
迅
速
に
伝
え
住
民
の
安

全
を
守
り
ま
す
。
ま
た
、
山
田
自
治
区

内
で
運
用
し
て
い
る
オ
フ
ト
ー
ク
通
信

シ
ス
テ
ム
の
老
朽
化
に
伴
う
代
替
設
備

と
し
て
、
各
公
民
館
に
屋
外
拡
声
器
を

整
備
し
ま
す
。

市
民
が
主
役
の
ま
ち

総
額
１
６
６
億
32
万
円

ゆ
た
か
な
心
が
育
つ
ま
ち

総
額
７
１
２
億
９
、６
０
１
万
円

緑
あ
ふ
れ
る
ま
ち

総
額
24
億
１
、８
４
７
万
円

活
力
あ
る
ま
ち

総
額
２
７
５
億
７
、７
７
２
万
円
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